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９
月
９
日
を
中
心
と
す
る
救
急
医

療
週
間
に
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
見
学
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】＝

【
市
民
医
療
講
座
】

▼
川
内
市
医
師
会

　

０
９
９
６（
２
３
）４
６
１
２

【
市
民
医
療
講
座
・

集
団
救
急
事
故
訓
練
】

▼
消
防
局
警
防
課

　

０
９
９
６（
２
２
）０
１
１
９

　

本
年
度
か
ら
、
軽
く
て
柔
ら
か
い

ス
ー
パ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
用
具
を
使
用
し

た
大
会
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
学

し
て
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
９
月
７
日（
日
）

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会（
市

　

内
の
成
人
女
性
に
よ
る
試
合
）＝

　

８
時
30
分
か
ら

▼
ホ
ッ
ケ
ー
祭
り（
市
内
の
小
学
生

　

男
子
・
女
子
チ
ー
ム
に
よ
る
試
合
）

　

＝
13
時
か
ら

【
所
】＝
樋
脇
屋
外
人
工
芝
競
技
場

【
問
合
先
】＝
樋
脇
地
域
体
育
協
会
事

務
局（
樋
脇
教
育
課
内　

内
線
２
７

１
）

　

明
治
期
に「
天て
ん

狗ぐ

煙た
ば
こ草
」と
呼
ば
れ

た
紙
巻
き
た
ば
こ
の
製
造
・
販
売
を

手
掛
け
た
人
物
、
岩い
わ

谷や

松ま
つ
へ
い平
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

【
時
】＝
９
月
13
日（
土
）18
時
〜
19
時

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館　

研
修
室

【
入
館
料
】＝
無
料（
研
修
室
の
み
）

【
テ
ー
マ
】＝
郷
土
出
身
〜
明
治
の
た

ば
こ
王　

岩
谷
松
平
〜

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社
学
芸
施
設
課（
川
内
歴
史

資
料
館
内
）

０
９
９
６（
２
０
）２
３
４
４

　

本
市
か
ら
も
多
く
の
方
が
出
演
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
９
月
14
日（
日
）16
時
30
分
〜

20
時
30
分　
　
　

 

＊
開
場
は
16
時
か
ら

【
所
】＝
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】＝

▼
１
部「
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
２
部「
ジ
ゼ
ル
」全
幕

▼
３
部「
眠
れ
ぬ
森
の
美
女
」ハ
イ
ラ

　

イ
ト

【
入
場
料
】＝
無
料（
た
だ
し
、
入
場

整
理
券
が
必
要
）

＊
入
場
整
理
券
に
つ
い
て
は
、
問
合

　

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
同
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

０
９
９
６（
３
２
）８
４
７
６

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
の
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

【
時
】＝
９
月
14
日（
日
）15
時
〜
16
時

30
分

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

企

画
展
示
室　

【
講
師
】＝
ピ
ア
ノ
奏
者　

川か
わ

瀬せ

み

か
美
香

【
定
員
】＝
70
人（
先
着
順
）

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
館
で

　

き
ま
せ
ん
。

【
入
館
料
】＝
無
料（
企
画
展
示
室
の

み
）

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社
学
芸
施
設
課（
川
内
ま
ご

こ
ろ
文
学
館
内
）

０
９
９
６（
２
５
）５
５
８
０

【
募
集
人
員
】＝
若
干
名

【
勤
務
場
所
】＝
本
庁
２
階
国
保
介
護

課
お
よ
び
入
来
支
所　

【
応
募
資
格
】＝
市
内
に
居
住
す
る
健

康
で
、
普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び
介

護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
簡

単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

【
勤
務
内
容
】＝
介
護
保
険
認
定
の
訪

問
調
査
お
よ
び
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ

ク
に
関
す
る
業
務

【
勤
務
条
件
】＝
市
の
基
準
に
よ
る

【
提
出
書
類
】＝
介
護
支
援
専
門
員
登

録
証
明
書
の
写
し
、
履
歴
書（
市
販

品
可
・
自
筆
・
顔
写
真
張
り
付
け
）

【
試
験
内
容
】＝
作
文
と
面
接

【
応
募
締
切
】＝
９
月
12
日（
金
）必
着

【
応
募
方
法
】＝
直
接
、
送
付

【
応
募
・
問
合
先
】＝
本
庁
国
保
介
護

課
介
護
審
査
Ｇ（
内
線
２
６
５
２
）

【
時
】＝
９
月
21
日（
日
）13
時
〜
16
時

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

【
内
容
】＝
丸
く
、
う
ち
わ
型
に
切
っ

た
厚
紙
に
、
虫
や
動
物
の
人
形（
割

り
ピ
ン
人
形
）を
張
り
付
け
、
そ
の

動
き
を
楽
し
む
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち

わ
を
作
り
ま
す
。

【
定
員
】＝
25
人
に
な
り
次
第
、
締
切

【
参
加
料
】＝
50
円（
材
料
代
）

＊
１
人
１
セ
ッ
ト
の
み
作
り
ま
す
。

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社
寺
山
施
設
課（
せ
ん
だ
い

宇
宙
館
内
）

０
９
９
６（
３
１
）４
４
７
７

ホ
ッ
ケ
ー
祭
り
・

レ
デ
ィ
ー
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

「
救
急
の
日
」関
連
行
事

催　

し

川
内
歴
史
資
料
館

夜
間
開
館「
歴
史
紹
介
」

日ひ

高だ
か

千ち

よ

こ
代
子

　

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

創
立
25
周
年
記
念
公
演

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
の

　
　

楽
し
い
出
会
い
」

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

介
護
認
定
訪
問
調
査
業
務

嘱
託
員

募　

集

日
曜
わ
く
わ
く
工
作
体
験

　
「
割
り
ピ
ン
人
形
付
き

う
ち
わ
作
り
」

項目 時 所 内容・対象

市民医療
講　　座

９/６（土）
13:00

～
16:30

サンアリーナせ
んだい　メイン
アリーナ

「普通救命講習　300 人で心肺蘇生（そせい）法を」
●内容＝心肺蘇生（そせい）法、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使
　用方法、異物除去などの講習
●対象＝小・中学校（児童、生徒、保護者、教員）、各地区コミュニティ
　協議会、各自主防災組織、各企業・団体など
＊申込者に限る（300 人になり次第、締切）。

集団救急
事故訓練

９/９（火）
９:30

～

12:00

サンアリーナせ
んだい

●内容＝多数の要救助者が発生した場合の対応訓練を実施します。
●対象＝どなたでも見学することができます。

相 談 窓 口 の ご 案 内
　各課が実施している各種相談について、その概要、問合先、時などを紹介します。なお、ど
こに相談したらよいか分からない場合は、総合相談窓口①（南別館２階）へお越しください。

１．各種相談窓口（本庁舎内２階にあります）

２階

税　務　課

収納対策課 市　民　課

環　境　課
福　祉　課

子育て支援課

高齢・障害福祉課

地域包括支援室
（国保介護課）

国保介護課国保介護課

会計課

市　民　課
（総合相談窓口）

環境施設
整 備 室
（環境課）

エレベーター

湯沸室

総
合
相
談

コ
ー
ナ
ー

倉庫

倉庫

会計窓口

総
合
相
談

ブ
ー
ス

女子トイレ

喫煙室

スロープ

ATM

ATM

男子トイレ

Ｄ階段

階段

市民広場

南
別
館

東
別
館

201共用
会議室

階　

段

階　

段

トイレ

ミーティング
コーナー

高年齢者
職業相談室

203
会議室

202
会議室

ミーティングコーナー

出入口

正面出入口

案内

①

②

⑤

④

③

⑥

⑦

階段

№ 相談名 概要 問合先 時

① 消 費 生 活 相 談 消費生活に関する苦情や相談（訪問販売や通信販売の契約など） 市民課総合相談Ｇ
（内線 2571・2572）

毎週月～金曜日の
8:30 ～ 17:15
＊祝日を除く

② 女 性・ 家 庭 相 談 児童に関する相談、配偶者からの暴力や離婚などに関する相談、ひとり
親家庭などへの相談・助言

子育て支援課育成支援Ｇ
（内線 2365）
相談専用電話
0996(20)6343

③ 公 害 相 談 近隣の工場や事業所からの騒音・振動・悪臭・排出水またはばい煙に関
する苦情・相談

環境課環境保全Ｇ
（内線 2721・2722）

④ 高齢者の総合相談 高齢者のさまざまな制度に関する相談 地域包括支援室
（内線 2192 ～ 2196）

⑤ 生 活 保 護 相 談 生活に困窮している世帯からの各種相談 福祉課援護Ｇ
（内線 2131 ～ 2133）

⑥ 高年齢者職業相談 おおむね 55歳以上の高年齢者の職業相談・職業紹介など 高年齢者職業相談室
（内線 2184）

毎週月～金曜日の
8:30 ～ 17:00
＊祝日を除く

⑦ 行 政 相 談 日常生活の中で、国の行政に対する要望や苦情などの相談 市民課総合相談Ｇ
（内線 2562）

毎月第１金曜日の
10:00 ～ 12:00
＊祝日を除く

２．消費生活相談によりクーリングオフした事例の紹介
　クーリングオフとは、訪問販売による強引なセールスな
どから消費者を保護するために設けられた制度で、一定の
条件の下で売買契約を無条件に解除できるというものです。

[ 制作の一例 ]

事例１＝ 80 歳代の夫婦がチラシで
誘われ、民家の物置でいろいろなサ
ービス品をもらい、最後に 200,000
円の温熱治療器を契約し、現金で支
払いました。家族が見慣れない品物
に気付き、２人の話から催眠商法だ
と分かりました。契約から８日以内
だったため、クーリングオフにより
解約できました。

事例２＝新聞の折り込み広告を見て、
在宅パートの契約をしました。先に
348,000 円の支払いを求められ振り
込みました。その後、夫が調べたと
ころ悪徳業者だと分かり、クーリング
オフの手続きをしました。業者はいろ
いろと理由を付け、契約解除までに１
カ月かかりましたが、振り込んだお金
は全額返金されました。

事例３＝布団業者の訪問を受け、布
団にダニとカビが付いていると言っ
て、布団の購入を勧められました。
断りましたが、長時間の勧誘を受け、
結局 680,000 円もする商品の購入契
約をしました。販売方法に問題があ
り、消費生活相談員が業者と交渉し
た結果、解約することができました。

平成 19 年度は、市役所で相談を受け、クーリングオフに
より、45件・1,611 万 4,000 円の被害を防ぎました。心当
たりのある方は、まず、上記①までご相談ください。


